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世界の範となる魅力とにぎわいを備えた環境先進都市をめざして 

 

東京は、1,300 万都民がいきいきと暮らす生活の場であるととも

に、300 万人を超える昼間流入人口を抱えており、これを支える

様々なインフラが整備され、人材や企業が高度に集積する世界に類

を見ない大都市へと成長を遂げています。 

正確無比な公共交通網、世界で一番安全かつ清潔な都市空間など、

東京は海外の諸都市に対する優位性を備えており、英国の権威ある

雑誌が公表した調査注 1 では、東京は世界の都市の上位に位置付け

られ、世界でもっとも住みやすい大都市とされています。 

しかし、世界の人口の過半が都市に住む世紀にあって、人類共通

の危機が最も先鋭に表れるのも大都市です。東京は、こうした評価に決して満足するこ

となく、今後とも日本の頭脳部、心臓部としてその持てる力を遺憾なく発揮していかな

ければなりません。 

今日、世界経済の先行きが不透明な中で、経済活力の維持・向上を図ることはもとよ

り、これからは深刻化する地球温暖化、緑や水辺の喪失、大地震に対する脅威など、都

市を取り巻く様々な危機に対し、都市づくりを通じて、迅速かつ確実に打つべき手を打

っていく必要があります。 

東京都は、2001 年に「東京の新しい都市づくりビジョン」を策定し、遅れていた三

環状道路の整備を始め、羽田空港の再拡張・国際化、都心部の機能更新など、東京を活

力と魅力に満ちた国際都市として再生するための都市づくりに邁進してまいりました。 

今回の改定では、こうした取組に一層弾みをつけるとともに、低炭素型都市への転換、

緑豊かで美しいまち並みの形成、建築物の耐震化など、東京を美しく安全で住み心地の

よい、さらに成熟を遂げた都市へと導いていくための道筋を示しました。 

この都市づくりビジョンに基き、国際競争力の強化のみならず、環境の面においても

世界の範となり、環境先進都市として世界から注目される都市の姿を具現化し、東京を

21 世紀のオリンピック・パラリンピック開催の舞台としてもふさわしい都市に作り変え

ていきたいと思います。 

 

2009（平成 21）年７月 

 

     東京都知事  

 

                                                 
注 1 イギリスで発行されている情報誌「MONOCLE（モノクル）」が 2009（平成 21）年 7・8 月合併号で公表した「世

界で最も生活水準の高い都市」の調査結果。1 位はチューリッヒ（スイス）、2 位はコペンハーゲン（デンマーク）、

東京は 2008（平成 20）年の調査に引き続き、2 年連続の 3 位 
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本ビジョンで用いた地域を示す用語説明 

 

東 京 圏：東京都、埼玉県、千葉県及び神奈川県の１都３県の区域 

中 核 拠 点：都心、副都心、新拠点及び核都市 

都 心：東京都の中心業務商業地（大手町、丸の内、有楽町、内幸町、霞ヶ関、永

田町、日本橋、八重洲、京橋、銀座及び新橋） 

副 都 心：新宿、渋谷、池袋、大崎、上野・浅草、錦糸町・亀戸及び臨海 

新 拠 点：基幹的な交通基盤の整備と多様な機能集積により、センター・コアの機能

を一層高め、都心や副都心とともに､東京の経済活力などを支える拠点。現

時点では、品川、秋葉原、羽田がこれに該当する。 

核 都 市：東京圏において広域的な中心性を持ち、連携・交流の要となる拠点。都市

の区域全体を指すのではなく、拠点機能を発揮する中核部分を指す。東京

都においては八王子、立川、多摩ニュータウン、青梅及び町田がこれに該

当する。 

生 活 拠 点：交通結節点などにおける商業、福祉、文化、教育などの生活機能などの集

積により、幅広いサービスを提供できる広域的な中心性を備えた拠点 

生活中心地：身近なコミュニティにおいて、特徴ある商店街やコミュニティインフラ注1の

整った、人々の活動や交流の場 
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注1 コミュニティインフラ：地域コミュニティの生活を支え、魅力を高める施設や空間。道路、公園、集会施設、商店

街、子育て支援施設、高齢者介護施設、教育文化施設などを含む。 


